
導入編 


本製品や添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明 
します。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読ん 
で、正しくセットアップしてください。 


特長 （2 ページ） 

本製品の特長や添が（または別売品）のソフトウェア、およびを種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

導入にあたって （8 ページ） 

本製品をご利用されるシステムを構築する際に知っておいていただきたい事柄 
や、参考となるアドバイスが記載されています。 

お客様登録 （13 ぺージ） 

お客様登録の方法について説明しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

セットアップを始める前に （14 ページ） 

セットアップの順唐を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購入時の本体によってもセットアップの方法は異なります。 

Windows Server 2003のセットアップ （17 ぺージ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセットアップの方まにつ 
いて説明しています。 

Adaptec HostRAIDTM について（日 i ぺ ージ） 

本体標準のディスクアレイ機能 (Adaptec HostRAID ) について説明していま 
す。詳細な説明はオンラインド羊ュメントに記載されています。 
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2 特長 


特長 

お買い求めになられた本製品の特長を次じ示します。 


E 3 張性 _ 

• オプションス□、ソト 

PCIExpress(x8) 1 ス □、ソ ト 
• 最大 4GB の大容量メモリ 

• 高速ネットワークインタフェースにつの LAN ポートとも、 
1 0BASE-T/100BASE-TX/1 000 BASE-T 対応） 



信頼性 


• バスパリティエラー検化 
• 温度検巧 
• 異常検巧 

• 内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 
参 BIOS パスワード機能 
• 本体遠隔監視機能 



• Intel® CoreTM Duo Processor 搭載 

• 高速メモリアクセス 
• 高速ネットワークインタ フェース 

(3 つの LAN ポートにつの 1 000BASE-T/1 00 BASE-TX/ 
1 0BASE-T と 1 つの 1 00BASE-TX/10BASE-T) 

• 高速ディスクアクセス 


M 富な機能搭載 

• POWER スイ、ソチマスク 
• ソフトウエア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC-UNK 機能 


守機能 

• オフライン保守ユーティリティ 
• HDD の前面保守が可能（電源 OFF 時） 

• ケーブル処理が容易なケーブルクランプ標準装備 
• サーバ管理のメモスペースとなるスライドタグ標準装備 


m 己診断機能 

• Power On Self-Test(POST) 

• システム診断 (T&D) ユーティリティ 


ffl 理機能 _ 

• 本体遠隔監視機構作 XPRESSSCOPE エンジン) 
• リモート管理専用の管理用ポートを標準装備 
(10BASE-T/100BASE-TX) 

• リモートからの電源操作 
• ダンプスイッチ取得 
• リモート KVM (オプション） 


^^ぐに使える 

目 TO (工場組み込み化荷）によリあ 6 かじめ使用ずる 
0 S のインストールやオプションの取リ付けを指をでき 
まず。 
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本装置は、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連携により、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバックアップ装置などといったを種オプション製品により、さらなる信頼性を確保すること 
ができます。 

を機能はそれぞれ下の八ードウエア、およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

ストレージ管理 
• ディスク管理 

• バックアップ管理 

-八ードウエア全般 

-本体標準装備のディスクアレイコント 
□—ラ (Adaptec HostRAID ' 

-オプションのディスクアレイコント 
□—ラ 

DAT/AIT など* 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

Adaptec Storage Manager ™ 

Web-based Promise Array Manager 

Windows 標準バックアップツール 
ARCserve for Windows NT * 
BackupExec *、 NetBackup * 

電源管理 

無停電電源装置 （ UPS ) * 

PowerChute Business Edition * 

ネットワーク管理 

100 BASE - TX 接続ボードなど* 

WebSAM / Netvisor * 

リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エン 
ジン 

(一部の機能の利用にはリモートマネー 
ジメント拡張ライセンス*が必要） 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

DianaScope 


* オプション製品 
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ヴーバ 管理 

本体の八ードウエアの状態を管理するために 「ESMPRO/ServerAgent」 をインストールし 
てください。 rESMPRO/ServerAgentJ は本体の稼動状ミ兄などを監視するとともに万一の障 
害発生時 「ESMPRO/Se「ve「Mamge「」 と連携してただちに管理者へ通報します。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールした場合、データビューアの項目ごとの機能可否は下 
記の表のとおりです。 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示する機能でず。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示ずる機能でず。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示ずる機能でず。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能でず。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能でず。 

ン〇デバイス 

〇 

I/O デバイス （ フ□、ソピーディスクドライブ、シリアル 
ポート、パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ） 

の情報参照をする機能です。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能で 
す。 


温度 

〇 

崖体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

崖体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視ずる機能です。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (崖体のカバー/ドアの開閉）を監視ず 
る機能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、 0S の情報を参照ずる機能でず。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク (LAN) に関する情報参照やパケット監視を 
する機能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張ノなデバイスの情報を参照ずる機能でず。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照ずる機能でず。 

□一カルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得ずる任意の MIB 項目の値 
を監視ずる機能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をずる機能で 
す。 

ディスクアレイ 

〇 

LSI Logic 社製および Promise 社製ディスクアレイコント 
□ーラを監視する機能です。 

その他 


〇 

Watch Dog Timer による OS ストール監視をする機能で 
す。 



〇 

0S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


〇:サポート A :—部サポートX:未サポート 



ESMPRO / ServerManager と ESMPRO/ServerAgent は、本体に標準添付されて 
います。各ソフトウエアのインストール方まや使用方まは、各ソフトウエアの 
説明を参照してください。 
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ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを管理するために次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながると言えます。本体標準装備、またはオプションの RAID コント□一 
ラ（ディスクアレイコント□ーラ）を使用することにより、ディスクドライブをグルー 
プ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐことができます。 

-本体標準装備 

本体のマザーボードには、シリアル ATA ( SATA ) 八ードディスクドライブを接続すること 
ができるチャネルを持っています。また、このチャネルを制御するコント□ーラによっ 
て RAID ドライブを構築することができます。コント□ーラがサポートしている RAID レべ 
ルは RAIDO と RAID 1 です。 

コント□ーラの制御やを種設をはコント□ーラに搭載されているコンフィグレーション 
ユーティリティ [Array Configuration Utility ( ACU )」 を使用します。詳しくは「ハード 
ウェア編」を参照してください。 

運用中の管理•保守はブラウザべースのユーティリティ 「Adaptec Storage Manager ™」 
を使用します。使用方まについては「ソフトウェア編」、またはオンラインド羊ュメント 
を参照してください。 

- オプションの RAID コント□ーラの場合 

本体の PCI ス□、ソトに接続し、内部の八ードディスクドライブをディスクアレイに構築し 
ます。本体標準装備の RAID コント□ーラの機能に力□え、さらに高い信頼性と冗長性を提 
供します。 

ディスクアレイコント□ー ラは、 SATA 八ードディスクドライブを使ったディスクアレイ 
を構築するための PCI ボードです。 

ディスクアレイの RAID 0、 1、10 ( RAID 1 のスパン）のを RAID レベルをサポートしてい 
ま ' J 〇 


ディスクアレイコント□ーラの制御やを種設定はコント□ーラに搭載されているコン 
フィグレーシヨンユーティリティを使用します。詳しくは、ディスクアレイコント □- 
ラに添付の説明書を参照して<ださい。 

運用中の管理-保守は Windows ベースのユーティリティ 「 Web-based Promise Array 
Manager 」 を使用します。 



Adaptec Storage Manager™ 、 Web-based Promise Array Manager、ESMPRO/ 
ServerManager、ESMPRO/ServerAgen しは、本体に標準 T 添付されています。ソ 
フトウIァのインストール方法や使用方法は、各ソフトウIァの説明を参照してく 
ださい0 
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• バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や DLT 装置と各種ソフトウエアを使ってを期的にバックアップをとってくださ 
し^。容量や転送スピード、バックアップスケジュールの設をなど、ご使用になる環境に 
合わせて利用して<ださい。 

バックアップデバイスと接続するためにはオプションの SCSI コント□ーラボードが必要 
です。 


アプ u ケーシヨン名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行うときに使用。 

ARCserve 

( コンピュータ.アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

スケジュール運用が巧能で、集合バックアップ装置、 D 目オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

目 ackupExec( ベリタス社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

Ne 旧 ackup (ベリタス社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 

BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模システム 
まで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster Recovery を標準 
サポート。 DB オンラインバックアップなどに対応可能。 






"■» ウア ■> ブウ a ブの巧はで;'ち 

醜滿或總徽:ル細泌破 

苗 其 おおお;; ミクでの， 填"ぶる 也。， のインスト方正 

Backup Exec »奇《ザイド M 巧 (PDF) 

テクニカルサ <—!■ 

デバイス g 巧0ィザード 

4ディでの投击で;ホ 

就日旣な规.傑が堤體 

リスト7 0け-ド 

デ"イス giSO ィザード 

トス ■：) パ巧だデバイス>~7ィザード- 
4ディ T け^卜〇ィザード 

n。 オン fW パ-ド 

デバイスサポートリスト 

口サ—ドス 

田 7スサ 51- ルジジ,0 ほが!:. た巧呂る‘-, . | 



BackupExec 


Net 己 ackup 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因とな 
る場合があります。 

無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、その闇 
にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電流の変動を巧え、 
電源ユニットの寿命を延ばして平均故障間隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュールなどによる本装置の自動-無人運転を実現することもできます。 

本製品では、 APC 社製 Smart - UPS の無停電電源装置を提供しており 、 PowerChuteBusiness 
Edition で管理-制御します。 


ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent を使用することにより、本体に内蔵され 
ている LAN カードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うこと 
ができます。 


リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エンジンと EXPRESS 目 UILDER に収められているアプリ 
ケーシヨンの iamScope 」 を使用することにより、 LAN / WAN を介した本体のリモート監視 
や管理をすることができます。 

EXPRESSSCOPE エンジンが提供するリモート管理機能は下のとおりです。 

• Web ブラウザを使用したリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON / OFF 、 システム 
イベント□グ ( SEL ) の磕認など） 

• リモート KVM 機能、リモートデバイス機能(オプシヨンのリモートマネージメント拡張 
ライセンスが必要です。） 

• 0 S ストップエラー発生後の通報処理 

参 口 anaScope じよる LAN / WAN 経由でのリモート制御、複数台装置の集中管理 


Web ブラウザを使用したリモート制御やリモート KVM 機能、リモートデバイス機能について 
は EXPRESSBULDER 内の 「 EXPRESSSCOPE エンジンューザーズガイド」を参照してくだ 
さい。 
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導入に友たつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 


システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、じ(下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説明のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くの八ードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「を八ードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを橫討し、それに合わせて必要な 
八ードウエアおよびソフトウエアのインストール/設をを行ってください。 


稼動げ況-障害の監視、および保守 


本体に標準添付の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」、「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用すること 
により、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合に迅速に対応することができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用して、万一の 
トラブルからシステムを守るようムがけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シリーズ 
の障害監視-保守を行うことができます。 

r エクスプレス通報サービス」を利用することもご橫討ください。 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点について確認してください。 

出荷時のが態を確認しましょう 

本製品を導入する前に、化荷時の状態を確認してください。 

• オペレーティングシステムのインス I ル状態について 

を文により化荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

目 T0( 工場組み込み出荷）にて Windows Server 2003のインストールを指定さ 

れ/ し项ゴ〇 

未インストール 

B 下0(工場組み込み出荷）による OS のインストールを希望されなかった場合。 


化荷時のオペレーティングシステムのインス!-ール状態じより、必要なセットアップ作 
業が異なります。16ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


• パーティシヨン構成について 

本装置では、セットアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域（保守用パー 
テイシヨン）が自動的に作ぶされます。 



保守用パーティション 

保守用の各種ユーティリティが格納されていまず。オペレーティング 
システムから 「E に A 構成」の FAT パーティションとして認識されます。 
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セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」は必要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順唐で進めるべきか十分に橫討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを狂 
わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安をした運用と機能を十分に発揮でき 
な < なります。 


• くその1 > 運用方針と障害巧策の検討 

八ードウエアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムによって運用方針や 
セキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長にページ)」に示す本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できる 
よう横討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 


• くその2> 八ードウエアのセットアップ 

本体の電源を ON にできるまでのセットアップを確実じ行います。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるためじ運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく 
は、16ページに示す手順に従ってください。 

八ードウエアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に加 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設をはオペレーティングシステムや管理用ソフトウエアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 


• くその3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といった八ードウエアのセットアップが終わった 
ら、八ードディスクドライブのパーティションの設定やディスクアレイの設定、オペレー 
ティングシステムや管理用ソフトウエアのインス I -ールに進みます。 

- 初めてのセットアップの場合 

初めてのセットアップでは、お客様がを文の際に指をされたインストールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

「カスタムインストール」を指定して購入された場合は、本体の電源を ON にすれば 
自動的にセットアップが始まります。セットアップの途中で表示される画面のメッ 
セージに従って必要事項を入力していけばセットアップは完了します。 

「未インス I — ル」にて購入された場合は、添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM 
が提供する自動セットアップユーティリティ「シームレスセットアップ」を使用し 
ます。シームレスセットアップでは、はじめにセットアップに必要な情報を選択- 
入力するだけであとの作業はシームレス（切れ目なく）で自動的に行われます。 

- 未インストールのセットアップ-再セットアップの場合 

シームレスセッ ト アップを 使用してください。煩雑な作業を シームレスセッ ト アッ 
プが代わりに行います。 




本装置がサポートしている OS は次のとおりです。 

— Microsoft ^ Windows Server ⑥2003 R 2 Standard Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

— Microsoft ® Windows Servers 2003 Standard Edition 日本語版 
似降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

その他の OS をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社に 
お問い合わせください。 

「Windows Server 2003」では、ディスクアレイの設定から管理用ソフトウェアのイン 
ス I -ールまでの作業をシームレスセットアップが行います。 

本装置固有のセットアップは （ OS を除く）、シームレスセットアップが代わりに行いま 
す。セットアップでは、シームレスセットアップを利用することをお勤めします。 

くその4> 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解みができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2003に関しては、本書で説明していまず。 

くその日> 管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

化荷時にインス I -ール済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインストールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、本装置と同じネットワーク上にある管理 PC にインス!-ールし、本装置を 
管理•監視できるソフトウェアもあります。併せてインストールしてください。なお、使 
用を開始する前に使用環境に合わせた設をが必要になる場合があります。詳し<は「ソ 
フトウェア編」をご覧ください。 

<その目> システム情報のバックアップ 

保守ユーティリティ「オフライン保守ユーティリティ」を使って本製品のマザーボード 
上じある設定情報のバックアップを作成します。マザーボードの故障などによるパーツ 
巧換後にじ(前と同じ状態にセットアップするためじ大切な手順です。詳し<は47ページ 
をご覧ください。 
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各運用管理機能を利用ずるにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 および 
ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウエアが必要となります。この後で説明す 
るセットアップ手順、またはソフトウエアの説明書（別売の場合）に従ってをソフトウエアの 
インストール、および必要な設をを行ってください。 

を運用管理機能を利用する際には、じ(下の点にごを意ください。 


• ヴーノ (管理機能を利用するにあたって 

- 本体のをコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク）の使用状ミ兄の監視やオペレーティ 
ングシステムのストール監視など、監視項目によっては ESMPRO / ServerMamger 、 
および ESMPRO / ServerAgent でしきい値などの設をが必要になります。詳細は、を 
ソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してください。 

• ストレージ管理機能を利用するにあたって 

- 標準装備 Adaptec HostRAID ™ ( SATA 版)を使用する場合 

Adaptec Storage ManagerTM をインス|—ルしておく必要があります。「ソフト 
ウェア編」の 「Adaptec Storage Manager ™」 の説明に従って Adaptec Storage 
ManagerTM をインストールしてください。 

ディスクアレイシステムを構築する際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるた 
めにも、アレイディスクの整合性チェックをを期的に行うことをお勤めします。 
設定方法については関連する管理ユーティリティのドキュメントを参照してくだ 
さぃ。 

- ディスクアレイコント□ーラを使用する場合 

Web-based Promise Array Manager をインストールしておく必要があります。「ソ 
フトウェア編」の 「 Web-based Promise Array Manager 」 の説明に従って Web - 
based Promise Array Manager をインストールしてください。 

ディスクアレイシステムを構築する際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるた 
めにも、アレイディスクの整合性チェックをを期的に行うことをお勧めします（才 
ンラインド羊ュメント 「 Web-based Promise Array Manager ユーザーズガイド」を 
参照してください)。 

- バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使用する場合は、クリーニングテープを使って定期的に 
へ、ソ ドを清掃するようムがけてください。 へ、ソ ドのミちれはデータの読み書きエラー 
の原因となり、データを正しくバックアップ/リストアできなくなります。 

• 電源管理機能を利用するにあたって 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、き用の制御用ソフトウェア (PowerChute 
Business Edition ) または、オペレーティングシステム標準の UPS サービスのセッ 
トアップが必要です。 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起 
動などを行うには BIOS の設をが必要となる場合があります。「システム BIOS の 
セットアップ （102 ページ)」を参照して、 「 Server 」 メニューにある 「 AC - UNK 」 
の設ををご使用になる環境に合った設をに変更してください。 
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お客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しております。添 
付の「お客様登録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送い 
ただ<か、または Club Express のインターネ、ソトホームページ 

http://club.express.nec.co.jp/ 

じてご登録ください。 


NEC E ジネス PC/PC サーバもさ樓を致- Microsoft Internet Explorer ド- 1 [•巧 1 巧 <1 



rClub Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上 
で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express 
のインターネットホームぺージにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 




















14 セツトアップを始める前に 


セットアップを始める前に 

セツトアップの順唐と参照するページを説明します。セツトアップは八ードウエアから始めま 
す。 



BTO (工場組み込み出瑜にて Windows のインス I -- ルを指定した場 S ま、本 
装置に Windows のプ□ダクトキーび記載されたラベルび貼り付け5れていま 
ず。 


Product Key: 
AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111 


00000 - 000 - 000-000 


プ□ダクトキーは OS のセットアップや再インストール時に必要な情報です。 
剔びしたり巧したりしないよう取り扱いにごを意くださしもし剥がれて紛失 
したりミちれて見えなくなった場合でも、ラベルの再発行はできませんので、あ 
5かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管されること 
をお勧めします。 


EXPRESSBUILDER びサポートしているオプションボード 


添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM でサポートしているオプションボードは、 W 下にな 
ります。もし、下記じ(外のオプションボードを接続するときは、オプションボード添付のマ 
ニュアルと「応用セットアップ」 （48 ページ）を参照してセットアップしてください。 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインス I -ールをサポートしているボード 

- N 8103-101ディスクアレイコント日ーラ (SATA II ) 

— Adaptec HostRAID ( SATA ) (マザーボード上のコント □ —ラを利用） 
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次の順唐で八ードウエアをセットアップします。 

1. 別途購入したオプションを取り付ける卜81ぺージ)。 



Windows Server 2003をお使いの環境で DIMM を増設した場合は、 OS の起動後 
に「ぺージングファイルサイズ」を設をし直してください。詳しくは22ぺージ 
を参照してください。 


2. 本体に最ち適した場所に設置する（^63ぺージ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本体に接続する卜7目 
ぺージ)。 

4. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続する（一76ページ)。 

日.八ードウェアの構成やシステムの用途に応じて BI 日 S の設定を変更する。 

102ページを参照してください。 

W -0 BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。 







16 セツトアップを始める前に 


システムのセツトアツ 


八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムに合わせ 
て後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 



スタート 



八ードウエアのセットアップ 1已ページ 



障害処理のためのセツトアップ 


Windows Server 2003 

1 40ぺージ 

システム情報のバック 
アップ 

47ぺージ 


セツトアップ完了 


*1 Windows Server 2003む外の OS のインストール 
ち法については本装置に添付の別冊の説明書を参照 
するか、保守サービス会社にお問い合わせください。 
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Windows Server 2日03のセットアップ 

八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インス I -ールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「ビルド•トゥ•才ーダー （ BTO : 工場組み込み化荷)」で「カスタムインストール」を指をし 
て購入された本体の八ードディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティション 
の設をから、オペレーティングシステム、本装置が提供するソフトウエアがすべてインストー 
ルされています。 


ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購人された製品 
II エック I で初めて電源を ON にするときのセットア、ソプの方法について説明していま 
す。再セットアップをする場合は、 EXPRESS 目 ULDER に格納されているオン 
ラインドキュメント 「Windows Server 2003 R2, Standard Edition'Windows 
Server 2003 Standard Edition インスト レーシヨ ンサプリメントガイド」 の 
「マニュアルセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブじインストールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 


空きエリア 

Windows Server 2003 

保守用パーティション 

八ードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [Windows セットアップウィザードの開始]画面が表示されます。 
W 降、画面の指示に従って必要な設をや表示内容をよ<磕認し、[次へ]をクリ、ソクし 
てセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を磕認して 
ください。 

-[ソフトウエアの個人用設を]画面では、を前や会社をまたは組織をを入力しま 
す。 

-[ライセンスモー鬥画面では、使用するライセンスモードを選択します。 

—[コンピュータさ)と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータさ)と 
Administrator のパスワードを入力してください。 

-[日付と時刻の設を]画面では、日付と時刻を正し<設をして<ださい。 

-[ネットワークの設を]画面では、ネットワークの設をを選択します。 

-[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインに参力□させるか選択し 
よす 0 

システムが再起動します。 

2. 34ぺージの手順1降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインス I -ールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 4日ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

日.出荷時にインス I -ール済みのソフトウエアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウエアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウエアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— Adaptec Storage Manager ™* 


— Web-based Promise Array Manager 

上記のソフトウェアで 「*」 巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設ちまたは確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
言又疋してく / Lcf し"'。 
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W "0 カスタムセットアップで出荷された場合、インス!ルされているサービス 
パックのパージョンと、装置に添付されているサービスパックのバージョンび 
異なる場合びありまず。本体にインストールされているサービスパック降の 
バージョンび添付されている場 S ホ、本体に添付の 「WindowsServer 2003 
RURx 対応 (Service Pack x ) インス!ル手順書」を参照してヴービスパッ 
クのインストールを行ってください。サービスパック情報に関しては、下言己サ 
イトより詳細情報を確認して<ださい。 

[8 番街] http :// nec 8. com / 


目. 47ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。再セッ 
トアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 
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EXPRESSBULDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってセットアップをします。 

r シームレスセットアップ」は、 RAID の設定:から、オペレーティングシステム (Windows 
Server 200 3) 、各種ユーティリティのインストールまでを切れ目なく（シームレスで）セッ 
トアップできる方まです。 

八ードディスクドライブを購入時の状態と異なるパーティション構成で使用する場合や 、 OS 
を再インストールする場合は、シームレスセツトアップを使用してください。煩雑なセット 
アップをこの機能が代わって行います。 



• シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊な 
セットアップについては、48ぺージの「応用セットアップ」で説明して 
います。 

参 シームレスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータフアイル 
を使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータフア 
イルとしてフロッピーディスク（別途 1.44 MB フォーマット済み空きフ 
ロッピーディスクをご用意くださし、）に保存することができます。 

• パラメータフアイルは EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 

ExpressPicnic を使ったパラメ ータフアイルの作成方まについては、159 
ぺージを参照してください。 

• セットアップパラメータ FD はお客様でご用意ください。 

• シームレスセットアップでは、「保ず用パーティシヨン」と呼ばれる約 
55 MB の保ず用の領域をハードディスクの先頭に確保します。このパー 
ティシヨンを確保したくないときは、 マニュアルセットアップ (48 ぺ一 
ジ)でインストールしてくださし、。 
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OS のインス I -ールについて 

0 S のインストールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 

Windows ファミリについて 

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能なエ 
ディションは次のとおりです。 

• Microsoft ⑥ Windows Se 「 ve 「@ 2003 R 2 Standard Edition 日本語版 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003 Standard Edition 日本語版 

J : 又降、これらをまとめて 「Windows Server 2003」と呼びます。 

その他の OS をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い 
合わせ < ださい。 


巨 IOS の設定について 

Windows Server 2003をインストールする前に八ードウエアの目 IOS 設定などを確認してく 
ださい。102ページを参照して設をしてください。 


Windows Server 2003 について 

Windows Server 2003は、シームレスセツトアップでインストールできます。ただし、次の 
点についてを意してください。 


• インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ 
( BIOS やオプションボードの設定）をすベて完了させてください。 

• 轉社び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストール 
に関する説明書び添付されていますび、本装置へのインストールについ 
ては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に40ページを参照して「メモリ 
ダンプの設定」などの障害処理のための設定をしてください。 


• ミラー化されているボリユームへのインス I -ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス I -ールする場合 
は、インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ス I -ール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータ 
の管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

Windows Server 2003をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行う 
と、インス I -ールに失敗することがあります。 M 0 装置を外してインストールを最初から 
やり直してください。 
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• DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしない 
でください。 

• A - ドディスクドライブの接続について 

0 S をインストールする八ードディスクドライブ t (外の八ードディスクドライブを接続 
する場合は、 0 S をインストールした後から行ってください。また、論理ドライブを複数 
作成している場合は、 r 論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 (49 ペー 
ジ)を参照してください。 

• 作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーティションのサイズは、次の計算式から求めることが 
できます。 

インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十アプリケーションサイズ 

ィンストールに必要なサイズ =2900 M 巨 (Windows Server 2003けービスパック 

含まない）のみ） 

二3500 MB (Windows Server 2003 R 2) 

二3500 MB (Windows Server 2003 with 
ServicePack 1) 

二 4400 MB (Windows Server 200 3 十 サービスパ、ソ 
ク CD - ROM ) 

ページングファイルサイズ（推奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ=搭載メモリサイズ +12 M 目 
アプリケーションサイズ=任意 


• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルび必要 
です。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのパーティシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 
409己 MB です。搭載メモリサイズ XI .已倍のサイズが409己 MB を超 
える場合は、409己 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズび 2 GBm 上の場合のダンプファイルサイズの最大は 
に048 MB +12 MB 」 でず。 

• その他アプリケーシヨンなどをインス!ルする場合は、別途そのアブ 
リケーシヨンび必要とするディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、パーテイシヨンサイズは、前述の計算方法 
から 


2900 MB 十 （512 M 目 X 1.5) 十 512 MB 十 12 M 目十アプリケーシヨンサイズニ 
4192 M 目十アプリケーションサイズ 


となります。 
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システムをインス!-ールするパーティションサイズが「インス I -ールに必要なサイズ 十 
ページングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、 
ディスクを増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、 ) 欠のよう 
に複数のディスクに割り当てることで解まできます。 

1 . 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルヴ 
イズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストー 
ルに必要なサイズ 十 ページングファイルサイズ」でインス I -ール後、新しいディ 
スクを増設してください。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス! 
ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティ 
シヨンを残したままでの再インス I -ールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は、 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM に格納されて 
いるオンラインド羊ュメント 「Microsoft Windows Server 2003 R 2, Standard Edition 、 
Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition インストレーシヨンサプリ メント 
ガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックデイスクへのインストールに 
関するを意事項が記載されています。 


• ディスク構成について （r 曰 SA 構成」と表示されている領域について) 


ディスク領域に忙に A 構成」と表示された領域が存在する場合があります。構ぶ情報や 
ユーティリティを保存するための保守用パーティションです。削除しないでください。 
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• サービスパックの適用について 

— 本装置で Windows Server 2003をご使用じなる場合は、必ず ServicePack 1を適 
用してください。 Service Pack 1が含まれた Windows Server 2003 CD-ROM を使 
用しインス!ルされた場合は、再度 Service Pack 1を適用する必要はありませ 
ん。 Windows Server 2003 R 2 をインス I ―ルする場合は、 Service Pack 1を適用 
する必要はありません。 

- Express 5800シリーズでは、サービスパックを適用することができます。本体に 
添がされているサービスパックじ(降のサービスパックを使用する場合は、下記サイ 
卜より詳細情報を磕めたうえで使用してください。 

【8番街】 http :// nec 8. com / 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップは、次のような流れで進みます。 


EXPRESSBUILDER 

鏡ュス 


「シームレスセツトアツスは、 RAID の韵淀から、 
肿1目なく （シームしスで）セツトアジブできる 


ション本誠でイ就-' —_ _ _ 

する場合は、シームレスたツトアツブを使用して 
ください。煩なな它ツトアツブをこの機能が代 
わって行います。 



1 ラメータファイルを使用してセットアツプを進めまずか？ 


はい 

♦ 

ま意事項、制限事項の記載を読む 


いしけ 

か 



オペレーティングシステムインス I ルメニュー 


す 


て 



ソフトウ I ア使用許諾契約に同意ずる 

サービスパック CD - ROM をセットずる 
(サービスパックを適用ずる場合） 


自動インストール 


再起動後、インストール終了 


《ディスクアレイコント□-ラび搭載されていて、 
アレイディスクの設定画面で、 RAID を新規作成ずる 
設定にした場合、このフ 1- ズが実行される。 


J :入力や選択がぶ、要な作業 
1：自動的に作業び道む内容 
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セットアップの手順 

シームレスセッ ト アップでは、ウイザード形式によりをパラメータを設をしていきます。この 
とき、をパラメータを一つのファイル（パラメータファイル）としてフ□、ソピーディスクへ保 
存することも巧能です。 


• システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」を行って 
<ださい。 

• Windows Server 2003の起動後にネットワークアダプタなどのドラ 
イバの変更、または追加ずる場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows Server 2003 R 2, Standard Edition / 
Microsoft Windows Server 2003, Standard Edition インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照して<ださい。 


パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保を用として 
医て巧！ 1 .44 M 目フォーマット済みの空きフ□、ソピーディスクが1枚必要となります。 
あ6かじめ、お客様でフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは、保存しておいたパラメータファイルを読み込ませる 
ことで、ウイザード(こよるパラメータ入力を省略することができます。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にする。 



• 0 S をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、イ 
ンストールに失敗することがあります。失敗した場合は、 M 0 装置を外 
してインストールを最初からやり直してください。 

• 0 S をインストールするハードディスクドライブ必外のハードディスク 
ドライブを接続する場合は、 0 S をインストールした後から巧ってくだ 
さし、。 

• 0 S をインストールするハードディスクドライブに論理ドライブを複数 
作成している場合は、「論埋ドライブが複数存在する場合の再セット 
アップ手順」 （49 ぺージ)を参照してくださし、。 


2. 本装置の DVD - ROM ドライブに 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - R 日 M をセツ ト する。 

3. CD-R 日 M をセツ ト したら、リセ ット する （く Ctrl〉 + く Alt> + く Delete 〉 キーを押 


す）か、電源を日 FF / 日 N してシステムを再起動する。 


CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 
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4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 


EXPRESSBUILDER 

(® 

「シームレス t ットアッカは、 RAID の設定から、 

あ各種ユ ー5 V リティのインストールまでを 
切れ目なく （シームレスで）セットアッブできる 
ガまです。 

A — ドディスクを購入 B 斬状態と異なみくーティ 
シヨン摘巧で使用する場合やのを再インストール 
する場合は、シームしスセジトアッブを使用して 
ください。謹なセットアッブをこの機微)代 
わって行います。 

liJQlSJ 

m 


曆 

[j^ 



「パラメータファイルを使用してセットアップを進めますか？」というメッセージが 
表示されます。 

己.パラメータファイルを使用する場合は「はい」を、使用しない場合は「いいえ」を 
選択する。 


パラメータファイルを使用してセツトアップを進めますか？ 


いいえ はい 


6. 「お願い」の表示内容をよく読んでから「確認」をクリックする。 


お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ肩報をバックアップずる 
ことをお勧めしまず。バックアップ情報び無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を續日できなくなります。 
バックアップは、空きフロッピーディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーティリテイの r システム情報の管理」 から 「退避」 
を選択して < ださい。 


[ 確認 ] 
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7. シームレスセットアップでの注意事項をよく読んでから「確認」をクリックする。 


セットアップを進めると、自動的に何回かコンピユータび再起動しますが、 
EXPRESSBUILDER CD-ROM、 セットアップパラメータ FD は、指示びあるまで 
取り出さないでください。 


[ 確認 ] 



Hi ック I 


ディスクに何6かの 0 S がインス 
卜ールされてし"'る場合、インストー 
ルを続行するかを確認するメッセー 
ジが表示されます。セットアップを 
続けるには[継綱をクリックしてく 
ださい。 


A 


このディスクには、ずでに何5かの 
オペレーティングシステムび 
インス!ルされていまず。 

この操作を続けると、ディスク内の 
データが失われてしまいまず。 

操作を続けまずか？ 


継続 


戻る 


8. メッセージに従ってフ□ッピーディスクをセットして「確認」を選択する（手順己. 
で[はい]を選択した場をのみ)。 

パラメータファイルを使用しない場合はこのメッセージは表示されません。手順 9. 
へ進んでください。 


セツトアップパラメータ FD を挿入してくださし、。 


確認 戻る 



Hi ック I 


ここでセットしたフ□、ソピーディスクは指示があるまで取り化さないでくだ 
さい。 
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[既存のパラメータファイルを使用する場合] 

セツトした「フ□、ソピーディスク内のパラメータファイルの一覧が表示されます。 

(1) インストールに使用するパラメータファイルを選択し、[磕を]をクリックす 
る。 



確認のダイア □ グボ、ソクスが表れます。 

に）パラメータを確認する場合は[確認]を、確認せずにそのままインストールする 
場合は、[ス车、ソプ]をクリックする。 

[確認]をクリックー手順9.へ進む 

[スキッフ°]をクリックー手順10.へ進む 

ディスクアレイコント□-ラが接続されていない場合は、手順10.へ進んでく 
民ェック 1 ださい。手順10.を終了後、確認のダイア□グボックスが表れます。 

[確認]をクリ、ソクー手順11.へ進む 

[スキップ]をクリックー手順12.へ進む 

[空きフ□ッピーディスクをセットした場合] 

(1) [ファイルを: (A)] の下にあるボックスをクリックするか、く A> 羊一を押す。 
入カボックスが表示されます。 



に）ファイルをを入力する。 
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9. ディスクアレイコント□ーラのパラメータを設定する。 

本装置のオンボード RAID 機能、またはオプションのディスクアレイコント□ーラを 
使用している場合は、[アレイディスクの設定]画面が表示されます。設を内容を確 
認し、必要なら修正を行ってから[終了]をクリックしてください。 


^ ディスクアレイコント□ーラが接続されていない場合、この画面は表示されま 
せん。手順10.へ進んで<ださい。 

設をが終了すると、自動的に RAID の構築、保守用パーティションの作成およびを種 
ユーテイリテイのインストールが実行されます。 


,[アレイテ''イスクの設定]テ''イスクアレイ]ン阳-ラ j 


1 アレイテ''イスクの設定 

] 1する 1 

RAID の作成 

1既巧 RAID を使用する 1 

接続テ''イスクの卜-タル数 

1 ... 1 

ツクを構成するテ''イスク数 

1 ... 1 

ツクを構成する RAID 

1 ... 1 

ラ仆モ-ドの設定 

1 ... 1 

ラ仆モ-ドの種類 

1 ... 1 


1再読込1 1終了 1 1ヘルフ。1 


10. インス I -ールするオペレーティングシステムを選択する。 

リストボックスから [ Windows ] を選択します。 



11. 次に表示される[基本情報]画面で設定内容を確認し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックする。 

画面中の「対象マシン」は機種によって表示が異なります。 

U 降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、[ヘルフつをクリックして設をを磕認しな 
がら画面を進めて<ださい。設定内容は必要に応じて修正して<ださい。 

<表示例> 
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W "0 • os をインス!ルするパーティションは、必要最小限 m 上のサイズで 

置3 確保してください （22 ぺージ参照)。 

• r パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用ずる」を 
選択ずると、最初のパーティション（保守用パーティションを除く）の 
情報はフオーマットされ、ずべてなくなりまず。それ杉がのパーティ 
ションの情報は保持されまず。下図は、保守用パーティションび用意さ 
れている場合に情報び削除されるノ くーテイシヨンを示していまず。 


第1パーティション 

く保守用八ーティション> 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

第4八ーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インス I ルずることはできませ 
ん （23 ぺージ参照)。「パーティションの使用方法」で r 既存パーティ 
ションを使用ずる」を選択しないでください。 

• 「パーティション」に409日 MB 似がを指定した場合は NTFS へのコン 
バートび必要でず。 

• r パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用ずる」を 
選択したとき、流用ずるパーティション政が（保守領域を除く）にパー 
テ ィショ ンび存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を確保して 
Windows Server 2003をインストールします。 

• 設定内容に不正びある場台は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直 
さなければな5ない場合もあります。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力し 
たい場合は、□グオン後に入力画面びポップアップされますので、その時 
に再入力し、設定してください。ここでは仮の名前を入力してください。 

• セットアップパラメータを入力ずる場合、次の文字数似下で入力してく 
ださい （2 バイト文字は2文字で換算します)。 


項目 

設定値 

文字数 

新規ユーザの作成 

ユーザ名 

19 

グループ名 

20 

フルネーム 

63 

説明 

47 

新規グループの作成 

グループ名 

20 

説明（グループ名） 

47 



[コンピュータのお割]画面にある[終了]をクリックすると、その後の設を 
はシームレスセットアップの既を値を自動的に選択して、インストールを行い 
ます。 


12. 追加するアプリケーションをインス I -ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されます。 


追加するアプリケーションのインストール 
媒体を CD - ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入して < ださい。 


0 K 終了 
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13. メッセージに従って 「EXPRESS 巨 UILDER」CD-R 日 M を DVD-R 日 M ドライブか 
ら取り出す。 

この時セットアップパラメータ FD を使用している場合は、フ□、ソピーディスクドラ 
イブから取り化します。 

14. Windows Server 2003 CD-R 日 M を DVD-ROM ドライブにセットする。 

[ソフトウエア使用許諾契約]画面が表示されます。 

15. よく読んでから、同意する場合は、[同意します]をクリックするか、く F8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しません]をクリックするか、く F3> キーを押す。 



irv 同意しないと、セットアップは終了し 、 Windows Server 2003はインス 
ira トールされません。 

16. 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]にした場含は、次の操作をする。 

(1) メッセージに従って Windows Server 2003 CD-ROM を DVD-ROM ドライブか 
ら取り化す。 

(2) メッセージに従って Windows Server 2003サービスパック 1 t (峰の CD-ROM 
を DVD-ROM ドライブにセットする。 

Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、 
システムに□グオンします。 


W "0 Service Pack 1び含まれた Windows Server 2003 CD - ROM を使用して 
インストールをされた場合は、再度 Service Pack 1を適用する必要はありま 
せん。 
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17. [セットアップ情報]画面に表示された設定内容を確認し、必要なら修正を行ってか 
ら[日 K] をクリックする。 




• インストール中にスクリーンセーバが起動する場合がありますが、手動 
でログオンしてくださし、。 

• 上記の画面が表示されていない場合は、システムを再起動してくださ 
し、。再起動後、シームレスセットアップを続行され、上記の画面が表示 
されます。 


18. Microsoft Windows Server 2003 R2 をインストールの場合は、インストール 
完了後、 [Windows セットアッス画面が表示されます。 



Microsoft Windows Server 2003 R2 Standard Edition D に C 2 を DVD-ROM ドラ 
イブにセットし、 [OK] をクリックする。 

W 降はメッセージに従って作業を進めてください。 

インス I—ル終了後、 Microsoft Windows Server 2003 R2 Standard Edition 
D に C 2 を DVD-ROM ドライブから取り化し、再起動してください。 


4/^ 基本情報で「サービスパックの適用」を「しない」にした場合は、システムの 
区エック I アップデートか6必ず Service Pack 1を適用してください。 



MegaRAID Storage Manager のインスト—ル時、[名前: popup]、 瞬行元:不閲に 
おし、 「Windows セキュリティの重要な警告」ウィンドウが表示される場合が 
あります。が象のモジュールはインストーラ内で無効化しており運用上問題は 
ありませんので、この警告ウィンドウは無視してください。 

なお、この警告ウィンドウはシステムの再起動後、表示されなくなります。 
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19. PR 日 Set をインストールする。 

PROSet は、ネットワークドライバじ含まれるネットワーク機能確認ユーティリ 
ティです。 

PROSet を使用することにより、下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の確認 

- ループバックテスト、パケット送信テストなどの彰断 
— Teaming の設を 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置に耐障害性じ優 
れた環境を提供し、装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。 
このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインストールする場合は、 t (下の手順に従ってください。 

(1) 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM を DVD - ROM ドライフ、、(こセツトする。 

(2) エクスプ□ーラを起動する。 

く 標準のスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューから[エクスプ□ーラ]をクリ、ソクする。 

く クラシックスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューから[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、にクス 
プ□ーラ]をクリ、ソクする。 

(3) レ DVD-ROM のドライブレター >:¥WINNT¥DOTNET¥NS4¥PROSET¥2KXPWS03J 
ディレクトリ内の rDXSETUP.EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザー鬥が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) [使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(6) [すべて]を選択し、[次へ]をクリックする。 

(7) [インス!-ール]をクリックする。 

[ Instal に hield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

(8) [完了]をクリックする。 

(9) システムを再起動する。 

(上で完了です。 



ドライバおよび PROSet に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソー 
ルか6管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。 0S 
のリモートデスクトップ機能(こよるリモートか6の設定変更操作はサポート 
しておりません。 


Hi ック I 
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2日.ネッ ト ワークドライバのセッ ト アップをする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度 
と Duplex モードの設をが必要です。 

[PROSet びインス I ルされていない場合] 

(1) 「□一カルエリア接続のプ□パティ」ダイア□グボックスを開く。 

く標準のスタートメニューモードの手順> 

1) スタートメニューから[コント □ ールパネル]一[ネットワーク接続卜 [□ 一 
カルエリア接続] ( Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network Comection ) または 
( Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network Comection #2) をクリ、ソクする。 

[□一カルエリア接続の状態]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2) [プ□パティ ] をクリックする。 

く クラシックスタートメ ニュー モードの手順> 

1) スタートメニューから[設を]^[ネ、ソトワーク接続]をクリックする。 

2) [日ーカルエリア接続]アイコン ( Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network 
Comection ) または ( Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network Comection #2) を右 
クリックし、ショートカットメニューから[プ□パティ ] をクリックずる。 

(2) [構成]をクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を八ブの設を值 
と同じ値に設をする。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスの [0 K ] をクリックす 
る。 

[PROSet びインス I ルされている場合] 

(1) デバイスマネージャからネットワークアダプタの [ Intel ( R ) PRO / 1000 PL 
Network Connection ] または [ Intel ( R ) PRO / 1000 PL Network 
Connection #^ をダブルクリ、ソクする。 

(2) [リンク]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設をを八ブの設をと 
同じ値に設をする。 

(3) 〔0 K ] をクリックする。 

W 上で完了です。 

また、必要に応じてプ〇トコルやサービスの追力日/削除をしてください。[ネットワー 
ク接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行 
います。 


Pm 


サービスの追加にて、 [ネッ トワークモニタ]を追加することをお勧めします。 
[ネッ トワークモニタ]は、 [ネッ トワークモニタ]をインストールしたコン 
ピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監視することができます。 
ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。インストールの手順は、こ 
の後の「障害処埋のためのセットアップ」を参照してください。 


21. オプションのデバイスでドライバをインス!ルしていないものがある場合は、そ 
れぞれを確実にインスI-ールする。 
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22. 4日ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

23. 47ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -114/122) を使用する場合は、インストレーション 
サプリメントガイドのネットワークドライバの再インストール手順を参考にし、 
「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM じ格納されているドライバをインストールしてください。 

N 8104 -11 4/122の場合 

[< DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ NS 4¥ PR 01000¥ WS 03 XP 2 K ] 


インストール手順が不明な場合は、「オプションボード用ネットワークドライバのインス!-一 
ル」の項を参照してください。 


オプションボード用ネットワークドライバのインス I -ール 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]一 [Intel(R) PRO/1 日日日〜]または [Intel(R) PR 日/1日日〜] 
をダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PRO /1000 〜]または [ Intel ( R ) PRO /100 〜]ダイア□グボックスが表示さ 
れます。 



いそのイ也のデバイス]づ？イーサネットコントローラ]がある場合は、 
[? イーサネットコントローラ]をダブルクリックしてくださし、。 


3. [ ドライバ]タブを選択し、 [ ドライバの更新]をクリックする。 

[八ードウェアの更新ウィザー鬥が表示されます。 

4. [一覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 

日.[次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、 

「 N 8104 -11 4/122」の場合 

レ DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ NS 4¥ PR 01000¥ WS 03 XP 2 K 」 

と入力し、[次へ]をクリックする。ドライバの横索が開始され、橫索後にインストー 
ルが始まります。しばらくすると[八ードウェアの更新ウィザードの完了]画面が表 
示されます。 

目.[完了]をクリックする。 

W 上で完了です。 
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アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□-ドバラン 
シング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されている 
アダプタに障害が発生した場合自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させるちの 
です。また、アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでグループを作り、 
サーバから送受信パケ 、ソ トをグループすべてのアダプタから行うことにより、スループットを 
向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT / ALB 機能を使用する場合は、 t (下の手順に従ってセットアップしてください。 

1. デバイスマネージャより、ネットワークアダプタのプ□パティを開く。 

2. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化する (T)」 にチェックを入 
れ、持が見チーム]をクリックする。 

3. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

4. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

日.チームモードの選択で、「アダプタフオルトトレランス」、「アダプティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

目.[完了]をクリックする。 

7. デノ（イスマネージャより、上記で設定したチーム名のデノ（イスのプ□パティを開 
く。「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

8. チーム内のアダプタで、プライマリに設定する場合、ドライバを選択し、「プライ 
マリの設定」をクリックする。チーム内のアダプタで、セカンダリに設定する場 
合、ドライバを選択し、「セカンダリの設定 (S)」 をクリックしてください。両方の 
設定が終了した場含、[日 K] をクリックして画面を閉じてください。 

9. 「スイッチのテスト」をクリック後、スイッチのテスト画面が表示されたら、「テス 
卜の実行」をクリックして実行する。実行結果、問題なしのメッセージが表示され 
れば、テスト完了です。 

AFT / AL 目のセットアップは、ドライバインス!-ール後、必ず再起動した後に行う必要があり 
ます。アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のグループとして指をするアダプタは、同一八ブ、 
異なる八ブのどちらの接続でち使用できますが、異なる八ブに接続する場合は、すべて同一 
LAN (同ーネットワーク）上に存在する必要があるため、カスケード接続にしてください。 
アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチング八ブにのみ接続で 
きます。 
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グラフィックスアクセラレータドライバ 

グラフ ィ、ソ クスアクセラレータドライバは、下の く 設定変更>を行ってからくインストール 
手順>に従ってインス I -ールしてください。 

く設定変更> 

1. スタートメニューから[コント □ ールパネル]をポイントし、[画面]をクリックする。 

2. 「画面のプ□パティ」内の[設定]タブへ進み、辟細設定 (V)] をクリックする。 

3. 「トラブルシューティング」タブへ進み、「ライトコンバインを有効にするに)」の 
チェックを外す。 

4. システムを再起動する。 

くインストール手順> 

1 . 「 EXPRESSBUILDER 」 CD-R 日 M を DVD-R 日 M ドライブにセットする。 

2. スタートメニューの[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ □- 
ラ]をクリックする。 

3. 「く DVD-ROM® ドライブレター >:¥WINNT¥D 日 TNET¥VIDE 日 ¥MATR 日 X 」 

ディレクトリ内のに ETUP.EXE] アイコンを夕'ブルクリックする。 

4. メッセージに従って、作業を進める。 

ドライバのインストールが開始されます。 

途中、「デジタル署名が見つかりませんでした。..」とのメッセージが表示される場 
合は、[はい]をクリックしインストールを続けてください。 

己.インス!ル後、システムを再起動する。 
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障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、磕実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 

メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 

本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設をです。 


メモリダンプのま意 

• メモリダンプの採取は保守ヴービス会社の保守員び行いまず。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示ず設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存ずるために再起 
動すると、起動時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび 
表示される場合びありまずび、そのまま起動してください。起動し直す 
と、メモリダンプを正しく保存でをない場合がありまず。 


次の手順に従って設ちします。 

1. スタートメニューか5 [コント□ールパネル]を選択し、[システム]をクリックす 
る。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 





























導入編 41 


4. テキス ト ボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

く D ドライブじ 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 



W "0 • デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 

■to します。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場台は、[完全メモ 

リタ’ンプ]を指定することはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MBiy 上(メモリサイズび 2 GB 
を超える場台は、2048 MB +12 MBiy 上)の空き容量のあるドライブを 
指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わりまず。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
































42 Windows Server 2003 のセットアップ 


日.[パフオーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます C 


システムのブ日バテイ 


过ぶ J 


を！!さ I 〕ンピユ-夕名 I A -ドウIア [iliill 自め巧巧 I リモ-卜 I 

Administrator として□ヴオンしねい巧合は、これらのほとんどのあ更はできません。 


r バフオーマンス- 

お首か果、プ□セ州のスケジュール、メモリほ用、わが仮?かモリ 


厂ユーサープ□ファイルー 


J i 綻を〉」 文 


□ヴオン(細さしたデスクトツブ設定 


設ミの」 


「おかと 回ほ- 

システム担め、システム随ま、わよひ’デバック信ま R 


設ミの」 


巧巧を数(が 


：!ラー搞ま(坟 



1 0K 

1 キャン t ル 1 適用姆 


6. 

[ノ くフォーマンスオプション] 

ウインドウの[詳維 

1 設定]タブをクリックする。 


紀覚辦 





のデザインとバフォ-7ンスじほう設定をぶ巧してくださ 

r デザインを僖先する(昼） 

广バフォーマンスを语先するを） 

广カスタム(な 


回ウィンドウとポタンに紀貸スタイルをほ用する 

□ ウィンドウををス化やを小化するときにアニターシヨンでまモする 

□] ンボポ》クスをスライドして胡く 

□ スクリーンフォントの摄を;'骨らかにする 

□ タスクバーポタンをスライドする 

□ デスクトクプのアイ]ンるにをを巧ける 

□ ドラック中にウィンドウの巧容をま示する 

□ヒントをフ J - ドまたはスライドでま示する 

□ フォルタでよくほ用するタスクをほ用する 

□ マウスポインタの下にををま示する 




キャン t ル I 適用堪〉 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を推 
奨値!; I 上に変更し、[設定]をクリックする。 



ドライブレザリュームラペル]也） ページンク‘ファイルのサイズ (MB) 


斗ぶ J 






猫 R したドライブのページンヴファイルサイズ- 
ドライス C: 

〇#含百 • taC . AM ク >ID 


任カスタムサイズに)： 

巧巧サイズ （MB ) の：|192 

を入サイズ (MB>0p： |384 


ペ-ジンクファイルなし化） 


「すべてのドライブのがページンヴファイルサイズ 
最小巧： 2 MB 

巧装： 1抑 MB 

現なのき y り当て： 192 MB 


設ミを）」 


0K I _キャン t ル」 



• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルび必要 
でず。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取でをない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、「作成ずるパーティシヨンサイズについて (22 
ページ)」を参照してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてぺージングファイルを 
再設定してください。 
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9. [OK] をクリックする。 

設をの変更内容によつてはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従つて再起動してください。 


ワトソン博±の設定 

Windows ワトソン博±はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーションエ 
ラーを橫化するとシステムを診断し、診断情報（ログ）を記録します。診断情報を採取できる 
よう次の手順に従って設をしてください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前]ボックスに rdrwtsn32.exej と入力し、 [0K] をクリックする。 

[Windows ワトソン博±]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 



rDRWTSN32.LOG」 というファイルをで保存されます。 

^ ネットワークパスは指定できません。□一カルコンピュータ上のパスを指定し 
IチェックI てください。 
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4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです。 


己.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

- ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテ车ストをダンプ 

- 既存の□グファイルに追加 

- クラッシュダンプフアイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 


6. [日のをクリックする。 


ネットワークモニタのインストール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。ネ、ソトワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動を行 
う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしてお<ことをお勤めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリック 
する。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]を選択し、[詳細]をクリックする。 

[管理とモニタツール]ダイア□グボックスが表示されます。 

己.管理とモニタツールのサブコンポーネントの[ネットワークモニタツール] 
チェックボックスをオンにして [ OK ] をクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスに戻りますので、 
[次へ]をクリックする。 

7. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は、要求された CD - R 日 M を 
DVD - R 日 M ドライブにセットして[日のをクリックする。 

8. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

9. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

10. [コント□ールパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール] 
をポイントし、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することが 
できます。操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 
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管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM には、監視用の 「ESMPRO/ServerAgent」 および管 
理用の 「ESMPRO/Se「ve「Manage「」 などが収録されています。 ESMPRO/ServerAgent は、 
シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□ールパネルじインス!-ールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを確認してください。シームレスセットアップの設をでインストー 
ルしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてくださ 
い。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管埋 PC にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウェア編」を参照してください。 


システムのアップデート-サービスパックの適用- 


システムのアップデートは、次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合(内蔵オプションの機器の取りがけ/取り外しをした場合） 

• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

けービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用して 
ください。このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 



Service Pack 1が含まれた Windows Server 2003 CD - ROM を使用しインス 
卜ールされた場合は、再度 Service Pack 1を適用する必要はありません。 


管理者権限のあるアカウント （Administrator など）で、システムじ□グインした後、本体の 
DVD-ROM ドライブに rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM をセットしてください。 

表示された画面「マスターコント□ールメニュー」の[ソフトウエアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューから[システムのアップデート]をクリックすると起動します。 W 降は画 
面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


^EXPRESS BUILDER 


〇オンラインドキユタント 














導入編 47 


システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勤めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.日インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「EXPRESS 巨 UILDER」CD-R 日 M を本体装置の DVD-R 日 M ドライブにセットし 
て、再起動する。 

EXPRESSBUILDER から起動して 「EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」が表示さ 
れます。 

3. [ツール]一[オフライン保守ユーティリティ]を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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マニュアルセットアップ 

オペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用することをお勤 
めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが必要じなる 
ことがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインス I ルする方まについて 
は、 EXPRESSBULDER じ格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 R 2, Standard Edition / Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESS 目 ULDER から、「サポートディスク」を作成しておいてください。 


^ オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せ 
巨!^ て参照してください。 


サポートディスクとは 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows Server 2003 0 EM - D に K for EXPRESSBULDER 」 と呼ばれるサポー 
トディスクが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBULDER 」 には 、 Windows Server 2003 
のインス I -ールで必要となる RAID コント□ーラや SCSI コント□ーラのドライバなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows Server 2003 OEM - D に K for 
EXPRESSBULDER 」 を用意してください。 

1. 3.日インチフ□ッピーディスクを1枚用意する。 

2. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にする。 

3. 本体の DVD - ROM ドライブに添付の 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - R 日 M をセット 
する。 

4. CD-R 日 M をセットしたら、リセットする（く Ctrl >+ く Alt >+ く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を日 FF / 日 N してシステムを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBULDER が起動します。 

日.[ツールメニュー]から[サポートディスクの作成]を選択する。 

目.[ヴポートディスク作成メニュ ー] から [Windows Server 2日日3日 EM - D に K 
for EXPRESS 巨 UILDE 刊を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフ□ッピーディスクをセツトする。 


「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBULDER 」 が作成されます。 


作成した 「Windows Server 2003 OEM-D に K for EXPRESSBULDER 」 はライト 
プ□テクトをし、ラベルを貼って大切に保管してください。 

Windows(Windows 95 J ： i 降 、 Windows NT 4.0 JU 降)が動作するコンピュータをお持ちの場合 
は、 Windows 上で EXPRESSBULDER CD - ROM をセットすると起動する「マスターコント 
日ールメニュー」から Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESS 巨 ULDER を作成す 
ることちできます。 
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論理ドライブび複数を在する場合の再セットアップ手順 

再セットアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってくだ 
ぎい。 

再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、日 S をセツトアップしたいパーティションを選択 
する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを続行する。 

じ(上で完了です。 

セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してください。 

ドライブス字の修正手順 

W 下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ごを意ください。 

1 . [スタートメニュー ] から[マイコンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[コ 
ンピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブタ字を変更したいボリュームを選択してちクリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

5. [次のドライブタ字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブタ字を選択 
する。 



システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
完了後は修正できません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れてい 
ることを確認してか5セットアツプを続行してください。 


6 . 


[0K] をクリックする。 
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7. 下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しまずか？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 

上で完了です。 
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Adaptec HosIRAIDTM について 

ここでは Adaptec HostRAID の概要およびセットアップ手順について説明します。 


Adaptec HostRAID の概要 


Adaptec HostRAID とは、システムに標準搭載されたシリアル ATA インタフエースを使用し、 
RAID 機能を提供します。 

Adaptec HostRAID では、ディスクアレイを制御するドライバとディスクアレイの管理ユー 
ティリティである [AdaptecStorage Manager '^] 似降、 ASM と略す)から構成されていま 
す。 

これらのソフトウエアはどちらか一方でも欠けると正常な動作ができません。ドライバは本書 
のセットアップ手順を参照し、 ASM は r Adaptec Storage Manager ™ ユーザーズガイド」を 
参照して必ず両方のソフトウエアをインストールしてください。 


仕様 


1チヤネルあたり2ドライブ（マザーボードにてチヤネル装備） 
RAID 0 /RAID 1 

Windows Server 2003 x 64 Editions 
Windows Server 2003 

巨 lOS セットアップユーティリティ、 EXPRESS 目 ULDER 、 およ 
び管理ユーテイリテイ 


特長 


八ードディスクドライブ: 
RAID レベル： 

0 S : 

ディスクアレイの構築： 


巨 I 0 S セットアップユーティリティにより、ディスクアレイ/標準 SATA の切り替え巧自 g 。 
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を意事頃 


Adaptec HostRAID 全般に関するを意事項について説明します。 

目 IOS セットアップユーティリティに関するを意事項については、102ページを、 ASM じ関す 
るを意/制限事項はオンラインドキュメント 「Adaptec Storage Manager ユーザーズガイ 
ド」を参照し、確認してください。 



「Adaptec storage Manager™ ユーザー ズガイド」は本装置に添付の 
EXPRESSBUILDER CD-ROM にオンラインドキュメントとして格納 
されています。 


• Adaptec HostRAID の機能を使用して作成した RAID ドライブをシステムドライブとして 
運用してください。データ専用領域としては使用できません。 

• Adaptec HostRAID の機能を使用するためには、ドライバのインス I ル]: i 外に ASM の 
インストールが必須です。 ASM のインストールについては 、 [Adaptec Storage 
Manager ™ ユーザーズガイド」を参照してください。 

• Adaptec HostRAID で使用している八ードディスクドライブはホ、ソトスワップに対応し 
ていません。このため、八ードディスクドライブを交換する場合は、システムの電源を 
OFF にした状態で交換してください。（交換する八ードディスクドライブは ASM 画面で 
接続されている Port 番号を磕認してから実施することをお勤めします。） 

• Adaptec HostRAID では AC 円機能のスタンバイ/休止モードを使用できません。 

• Adaptec HostRAID の保守作業は巨 I 0 S セットアップユーティリティを使用せず 、 ASM 
を使用してください。 

• Adaptec HostRAID のアレイ保守操作]: i 外は ASM の画面表示を終了させておいてくださ 
い。 

• Adaptec HostRAID 利用時は、 「 RAID コンフィグレーション」の 「 Boo ね ble の設定」 
(142 ページ）を参照し、必ず BIOS じて Bootable の設定を行ってください。本設定を行 
わない場合は、障害発生時メモリダンプを採取することができない等の問題が発生しま 
す。 

• ASM より Verify 機能を利用時、 Timeout が発生する場合があります。システム運営上間 
題はありませんので、そのまま運用願います。 

• SATA HostRAID では、八ードディスクドライブの移行（マイグレーション）には対応 
しておりません。 
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Adaptec HostRAID セットアップの流れ 


Adaptec HostRAID システムをセットアップする作業手順の流れは下のとおりです。 

Windows Server 2003 x64 Editions 



BIOS セットアッ プユーティリティ 
で Adaptec HostRAID を 
Enabled にして RAID ドライブ 
を作成 

ホ1 

♦ 

ドライバをインス1ル 
(0 S をインス1ル） 

21ぺージ 



システムのアツプデート 4目ページ 



ASM のインス!ル *2 



電源制御抑止ドライバの 
インストール 



ブラウザとセキュリティの設定 *2 




セツトアップ完了 



*1 131ぺージの RAID コンフィグレーシヨンを参照してください 。 Adaptec HostRAID を Enable とずる方法は 

132ぺージ① 「 BIOS セットアップユーティリティを使用した RAID の有効化」①項を参照願いまず。 RAID ド 
ライブの作成方法については、133ぺージ ① 「Array Configuration Utility ( ACU ) を使った RAID ①構築」 
の項を参照願いまず。なお 、 RAID ドライブの作成は EXPRESSBUILDER か5も可能でず。 

EXPRESSBUILDER か！ 5 RAID ドライブの作成を行う場合は、 BIOS セットアップユーティリティを使用して 
Adaptec HostRAID を Enabled とずる操作のみ実施してください。 

*2 Adaptec Storage Manager ™ ユー ヴーズガイドを参照してください。 
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Windows Server 2003 




ASM のインス!ル 


*2 


電源制御抑止ドライバの 
インス I ル 


*2 


ブラウザとセキュリティの設定 


ネ2 


セツトアップ完了 


*1 131ぺージの RAID コンフィグレーシヨンを参照してください 。 Adaptec HostRAID を Enable とずる方法は 
132ぺージの 「 BIOS セットアップユーティリティを使用した RAID の有効化」の項を参照願いまず。 RAID ド 
ライブの作成方法については、133ぺージの 「Array Configuration Utility ( ACU ) を使った RAID の構築」 
の項を参照願いまず。なお 、 RAID ドライブの作成は EXPRESSBUILDER か5も可能でず。 

EXPRESSBUILDER か5 RAID ドライブの作成を行う場合は、 BIOS セットアップユーティリティを使用して 
Adaptec HostRAID を Enabled とずる操作のみ実施してください。 

*2 Adaptec Storage Manager ™ ユー ヴーズガイドを参照してください。 






























